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支援活動事例を紹介します

鈴鹿市ものづくり産業支援センターでは、生産性や品質を向上させたい、人材能力を高めたい

など、企業様のニーズに応じて経験豊富な専門担当が課題解決を支援いたします。

鈴鹿市ものづくり企業フェア後継事業を検討しています

鈴鹿市では、令和6年度よりものづくり企業フェアの開催を中止しています。そこで、市内中小企業様の優
れた技術・製品についてのPR及び広域への販路拡大を支援することを目的として、令和８年度に日本最大級
のビジネス展示会であるメッセナゴヤ2026に、鈴鹿市が代表者として出展し、共同出展を希望する市内中小
製造企業様に対して、企業様側に一定の負担金をいただいた上で、出展料（小間料・基本ブース準備費用）を
負担し、出展などを支援する事業についての検討を行っております。
事業内容の検討に活用するため、一部企業様にアンケートをお願いする予定ですので、ご協力をお願いしま

す。
※令和８年度の予算協議の前であるため、事業の実施については確定したものではありません。

テーマ名 〈 電気設備に携わる従業員の技術レベル向上 〉

職場概要

・自動車関係のプレス部品・ユニットを試作生産している
・設備は高度化し、設備メーカーに保全や改造を一括依頼している

・電気制御の機器や図面に携わる専門担当がいなかった
・外部の業者に一括で依頼しており、費用が掛かっていた
・海外工場での設備保全対応にも、苦慮していた

困り事概要

現状と目標

〈現状〉
・設備の故障・保守は、納入メーカー
に依頼

・生産技術部門はなく、部署独自
の担当がわずかに存在

〈目標〉
①自前で、電気制御を保守や改善出来る
技術員を確保

②設備維持改善に関する経費を抑制
③生産技術部門を持つ

・トレーニング機器の
準備 3台製作

・各部門より選抜され
た方が集まり、電気制
御が出来るように６回
にわたり、講習を実施

具体的な活動

・シーケンス制御、
ラダー図を習得

・実際にIN.OUTを動作
させることにより回路
設計が動作する事を確
認できた

成果の詳細

・電気制御できる技術を持った社
員を６名育成できた

・今後の生産技術部門を作る、
核となる社員を作れた

・メーカーで高額で来ていただく
ことから、自社内で完結できる

効果

企業様コメント：“実技を交えた講習を実施していただき、具体的な知識を身に付けることが出来ました。”



マネジメント研修では、会社資源の最適活用方法や生産性を向上させる職場運営方法を学び、管理職の育成を

めざします。

対 象 市内の中小製造企業の管理職、または目指している方（全４回の研修に参加できる方）

と き １０月９日（木）、１６日（木）、２３日（木）、１１月６日（木）、予備日１１月１３日（木）

９時～１６時３０分（３日目は８時３０分から、最終日は１５時まで）

ところ ものづくり産業支援センター会議室（市役所別館第三 2階）

定 員 ８人程度（先着順） 参加料 無料

内 容 期待されるマネージャー像、マネージャーとしてなすべき事、

グループ活動、企業訪問など

申込み 9月１２日（金）までに、申込書にご記入の上、FAXまたは

E-mailで産業政策課ものづくり産業支援センターへご提出

ください。

※やむを得ない事由等により、中止となる可能性もございますので、あらかじめご了承ください。

令和７年度 マネジメント研修受講者を募集します

▲過去のマネジメント研修の様子

TEL： 059-382-7011  FAX： 059-384-0868

E-mail：sangyoseisaku@city.suzuka.lg.jp

【発行】鈴鹿市 産業振興部 産業政策課 ものづくり産業支援センター

〒513-8701 鈴鹿市神戸一丁目１８番１８号（別館第三２階）

令和７年度 「選択講座研修（後期）」受講者を募集しています

対 象 製造現場を経験している方におすすめです。（受講料無料）

特 徴 製造現場で抱える課題を解決する知恵・行動を学びます。

講師とフェイス・ツー・フェイスで座学と演習の両面から学びます。

受講生の関心項目、悩み、困り事に焦点を充てます。

と き

原則火曜日に実施、各日2時間の講座です。 時間：９時３０分～１１時３０分

ところ ものづくり産業支援センター会議室（市役所別館第三 2階）

※お車でお越しの際は、市役所の立体駐車場をご利用ください。

定 員 各講座５人程度まで（先着順）

内 容 安 全 ：「安全は全てに優先する」、「職場の不安全個所と不安全作業を無くそう」

品 質 ：「品質管理の必要性と方法」、「役に立つ知識」、

「改善の取組み」、「再発させない仕掛け」

生産＆製造：「生産管理とは」、「自社生産管理を改善する製造管理とは」、

「自社の製造管理を振返る」、「自社の改善点を考える」

申込み 申込書にご記入の上、FAXまたはE-mailで産業政策課ものづくり産業支援センターへご提出

ください。

講座 後　期 申込締切日（後期）

安全 11月4日、11日 10月24日

品質 11月18日、25日、12月2日、9日 11月7日

生産＆製造 12月16日、23日、1月6日、13日 12月5日


